
今 月 表 紙の

　今月の表紙は、只見線で活躍したキハ４
０系です。キハ１１０系に今後を託し、引
退することが発表されています。キハ４０
系は長く只見町の生活や観光を支えてく
れました。また、国鉄時代の懐かしい雰囲
気が漂うディーゼル車両に根強いファン
も多く、たくさんの人に愛された車両です。
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高
校
振
興
へ
の
取
り
組
み

地
域
の
未
来
の
た
め
に

▲

心
志
塾
で
学
習
す
る
高
校
生

▲

取
材
を
受
け
た
山
口
さ
ん
（
山
村
留

学
生
）：
K
F
B
福
島
放
送
「
ス
ポ
チ

ャ
ン
」よ
り

■

福
島
県
立
只
見
高
等
学
校

高
校
振
興
取
組
み
の
背
景 

地
域
未
来
留
学
へ
の
参
画

山
村
教
育
留
学
制
度
の
充
実
と

　
　
　
　
　
　高
校
の
魅
力
化

　
近
年
、
少
子
化
に
よ
り
生
徒
数
が

定
員
に
満
た
な
い
学
校
の
統
廃
合
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
高
校

が
無
く
な
る
と
、
地
域
活
力
の
低
下

や
人
口
流
出
と
い
っ
た
問
題
が
現
れ

ま
す
。

　
県
立
只
見
高
等
学
校
は
、
昭
和

39
年
の
開
校
か
ら
地
域
の
人
材
育

成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

　
平
成
14
年
か
ら
高
校
の
振
興
対
策

と
し
て
、
山
村
教
育
留
学
制
度
を
開

始
し
ま
し
た
。
平
成
16
年
度
に
は
、

留
学
生
を
受
け
入
れ
る
寮
と
し
て「
奥

会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
、

平
成
31
年
度
ま
で
に
１
７
５
名
の
山

村
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
山
村
教
育
留
学
生
は
、
令
和
２

年
度
６
月
現
在
で
只
見
高
校
の
全
校

生
の
３
割
を
占
め
、
只
見
高
校
の
存

続
と
、
生
徒
た
ち
が
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
成
長
す
る
た
め
の
大
切
な
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
村
教
育
留
学
制
度
の
よ
う
な
、

全
国
的
に
生
徒
を
募
集
す
る
高
校
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
只
見
高

校
の
留
学
生
の
数
は
伸
び
悩
ん
で
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
只
見
高
校
を

進
学
先
と
し
て
選
ん
で
も
ら
う
た
め

に
は
、
他
の
高
校
と
は
違
っ
た
魅
力

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
只
見
高
校
で
は
、
高
校
と
只
見
町

教
育
委
員
会
、
地
域
が
連
携
し
た
魅

力
あ
る
教
育
の
実
現
を
目
指
し
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

①「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
実
施

　
高
校
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

は
、
地
域
と
関
わ
り
、
地
域
の
方
々

を
先
生
と
し
て
、
自
分
の
興
味
、
や

り
た
い
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し

て
い
く
か
を
突
き
詰
め
、
結
果
と
し

て
地
域
や
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
る
時
間
で
す
。

　
生
徒
の
意
欲
と
、
地
域
の
応
援
す

る
気
持
ち
が
共
鳴
し
て
、
生
徒
本
人

と
関
わ
っ
た
地
域
の
方
々
が
互
い
に

学
び
合
い
な
が
ら
、
周
囲
に
も
魅
力

と
し
て
伝
播
し
て
い
く
活
動
を
目
指

し
て
い
ま
す
。（
関
連
記
事
Ｐ
４
）。

　
ま
た
、
小
中
学
校
で
進
め
て
い
る

Ｅ
Ｓ
Ｄ（
豊
か
に
持
続
す
る
社
会
を

担
う
人
材
を
育
て
る
教
育
）
が
、
地

域
の
方
々
を
通
し
て
高
校
に
も
活
か

さ
れ
、
つ
な
が
っ
て
発
展
し
て
い
く
よ

う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

②
放
課
後
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
「
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ（
ツ
バ
キ
）
ゼ
ミ
」

　
只
見
高
校
と
町
教
委
が
連
携
を
し

て
高
校
内
に
、
授
業
の
予
習
・
復
習

を
し
た
い
生
徒
、
帰
り
の
バ
ス
時
間

ま
で
有
効
に
勉
強
を
し
た
い
生
徒
が

集
ま
っ
て
学
習
で
き
る
場
所
を
作
り

ま
し
た
。
教
育
振
興
協
力
隊
が
生
徒

一
人
一
人
の
勉
強
が
効
率
よ
く
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

③
公
営
塾
（
心
志
塾
）

　
日
々
の
教
科
学
習
に
加
え
て
、
定

期
考
査
前
の
課
題
、
大
学
受
験
、

公
務
員
試
験
受
験
等
の
生
徒
が
取

り
組
み
た
い
学
習
を
幅
広
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　「
地
域
み
ら
い
留
学
」
と
は
、
都

道
府
県
の
枠
を
越
え
て
地
域
の
高
校

に
入
学
し
、
充
実
し
た
３
年
間
を

送
る
制
度
で
す
。
新
し
い
土
地
で
寮

生
活
等
を
送
る
こ
と
に
よ
り
、
高

校
進
学
の
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
、

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
単
な
る
生

徒
の
募
集
活
動
に
終
わ
ら
ず
、
他
地

域
の
高
校
の
取
り
組
み
、
魅
力
づ
く

り
を
学
び
な
が
ら
、
只
見
町
と
只

見
高
校
の
魅
力
を
生
徒
と
共
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

高校振興の主な財政的施策

部活動支援
大会遠征等バス運行費、部活動諸経費、
コーチ・監督への謝礼金等の補助

大学等進学者
への補助

模擬テスト代、夏期講習会等費用、
進路対策等の費用等の補助

受験支援、
教材の整備 受験に係る交通費、教材整備費用の補助

短期海外留学
の実施

２～４名の生徒を２週間の
現地英会話学校へ派遣

外部講師による
キャリア教育研修

地元講師への謝礼等の補助

就職支援 夏季公務員ゼミの開催、資格取得等の補助

他にも
こんな

施策が
ありま

す！！

心志塾のQ&A

【Q】部活動で時間がないから通えない…
【A】心志塾は、平日20時30分まで開いているので、部活動後
　　も通えます！

【Q】学校から出された宿題が解けない！
【A】大丈夫！　手伝います！

【Q】過去の復習もできますか？
【A】できます！　個人のペースでチャレンジしましょう！

【Q】大学受験を目指しています！
【A】目標に合わせて、一緒に学習を進めていきます。

【Q】勉強のやり方がわからない…
【A】やり方の指導も行います！　講師が一緒にお手伝いします！

▲

地
域
の
運
動
会
に
参
加
す
る
山
村
留

学
生
と
地
元
高
校
生
た
ち

▲

地
域
の
子
ど
も
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配

る
山
村
留
学
生
と
地
元
高
校
生



3 2

高
校
振
興
へ
の
取
り
組
み

地
域
の
未
来
の
た
め
に

▲

心
志
塾
で
学
習
す
る
高
校
生

▲

取
材
を
受
け
た
山
口
さ
ん
（
山
村
留

学
生
）：
K
F
B
福
島
放
送
「
ス
ポ
チ

ャ
ン
」よ
り

■

福
島
県
立
只
見
高
等
学
校

高
校
振
興
取
組
み
の
背
景 

地
域
未
来
留
学
へ
の
参
画

山
村
教
育
留
学
制
度
の
充
実
と

　
　
　
　
　
　高
校
の
魅
力
化

　
近
年
、
少
子
化
に
よ
り
生
徒
数
が

定
員
に
満
た
な
い
学
校
の
統
廃
合
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
高
校

が
無
く
な
る
と
、
地
域
活
力
の
低
下

や
人
口
流
出
と
い
っ
た
問
題
が
現
れ

ま
す
。

　
県
立
只
見
高
等
学
校
は
、
昭
和

39
年
の
開
校
か
ら
地
域
の
人
材
育

成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

　
平
成
14
年
か
ら
高
校
の
振
興
対
策

と
し
て
、
山
村
教
育
留
学
制
度
を
開

始
し
ま
し
た
。
平
成
16
年
度
に
は
、

留
学
生
を
受
け
入
れ
る
寮
と
し
て「
奥

会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
、

平
成
31
年
度
ま
で
に
１
７
５
名
の
山

村
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
山
村
教
育
留
学
生
は
、
令
和
２

年
度
６
月
現
在
で
只
見
高
校
の
全
校

生
の
３
割
を
占
め
、
只
見
高
校
の
存

続
と
、
生
徒
た
ち
が
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
成
長
す
る
た
め
の
大
切
な
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
村
教
育
留
学
制
度
の
よ
う
な
、

全
国
的
に
生
徒
を
募
集
す
る
高
校
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
只
見
高

校
の
留
学
生
の
数
は
伸
び
悩
ん
で
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
只
見
高
校
を

進
学
先
と
し
て
選
ん
で
も
ら
う
た
め

に
は
、
他
の
高
校
と
は
違
っ
た
魅
力

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
只
見
高
校
で
は
、
高
校
と
只
見
町

教
育
委
員
会
、
地
域
が
連
携
し
た
魅

力
あ
る
教
育
の
実
現
を
目
指
し
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

①「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
実
施

　
高
校
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

は
、
地
域
と
関
わ
り
、
地
域
の
方
々

を
先
生
と
し
て
、
自
分
の
興
味
、
や

り
た
い
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し

て
い
く
か
を
突
き
詰
め
、
結
果
と
し

て
地
域
や
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
る
時
間
で
す
。

　
生
徒
の
意
欲
と
、
地
域
の
応
援
す

る
気
持
ち
が
共
鳴
し
て
、
生
徒
本
人

と
関
わ
っ
た
地
域
の
方
々
が
互
い
に

学
び
合
い
な
が
ら
、
周
囲
に
も
魅
力

と
し
て
伝
播
し
て
い
く
活
動
を
目
指

し
て
い
ま
す
。（
関
連
記
事
Ｐ
４
）。

　
ま
た
、
小
中
学
校
で
進
め
て
い
る

Ｅ
Ｓ
Ｄ（
豊
か
に
持
続
す
る
社
会
を

担
う
人
材
を
育
て
る
教
育
）
が
、
地

域
の
方
々
を
通
し
て
高
校
に
も
活
か

さ
れ
、
つ
な
が
っ
て
発
展
し
て
い
く
よ

う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

②
放
課
後
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
「
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ（
ツ
バ
キ
）
ゼ
ミ
」

　
只
見
高
校
と
町
教
委
が
連
携
を
し

て
高
校
内
に
、
授
業
の
予
習
・
復
習

を
し
た
い
生
徒
、
帰
り
の
バ
ス
時
間

ま
で
有
効
に
勉
強
を
し
た
い
生
徒
が

集
ま
っ
て
学
習
で
き
る
場
所
を
作
り

ま
し
た
。
教
育
振
興
協
力
隊
が
生
徒

一
人
一
人
の
勉
強
が
効
率
よ
く
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

③
公
営
塾
（
心
志
塾
）

　
日
々
の
教
科
学
習
に
加
え
て
、
定

期
考
査
前
の
課
題
、
大
学
受
験
、

公
務
員
試
験
受
験
等
の
生
徒
が
取

り
組
み
た
い
学
習
を
幅
広
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　「
地
域
み
ら
い
留
学
」
と
は
、
都

道
府
県
の
枠
を
越
え
て
地
域
の
高
校

に
入
学
し
、
充
実
し
た
３
年
間
を

送
る
制
度
で
す
。
新
し
い
土
地
で
寮

生
活
等
を
送
る
こ
と
に
よ
り
、
高

校
進
学
の
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
、

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
単
な
る
生

徒
の
募
集
活
動
に
終
わ
ら
ず
、
他
地

域
の
高
校
の
取
り
組
み
、
魅
力
づ
く

り
を
学
び
な
が
ら
、
只
見
町
と
只

見
高
校
の
魅
力
を
生
徒
と
共
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

高校振興の主な財政的施策

部活動支援
大会遠征等バス運行費、部活動諸経費、
コーチ・監督への謝礼金等の補助

大学等進学者
への補助

模擬テスト代、夏期講習会等費用、
進路対策等の費用等の補助

受験支援、
教材の整備 受験に係る交通費、教材整備費用の補助

短期海外留学
の実施

２～４名の生徒を２週間の
現地英会話学校へ派遣

外部講師による
キャリア教育研修

地元講師への謝礼等の補助

就職支援 夏季公務員ゼミの開催、資格取得等の補助

他にも
こんな

施策が
ありま

す！！

心志塾のQ&A

【Q】部活動で時間がないから通えない…
【A】心志塾は、平日20時30分まで開いているので、部活動後
　　も通えます！

【Q】学校から出された宿題が解けない！
【A】大丈夫！　手伝います！

【Q】過去の復習もできますか？
【A】できます！　個人のペースでチャレンジしましょう！

【Q】大学受験を目指しています！
【A】目標に合わせて、一緒に学習を進めていきます。

【Q】勉強のやり方がわからない…
【A】やり方の指導も行います！　講師が一緒にお手伝いします！

▲

地
域
の
運
動
会
に
参
加
す
る
山
村
留

学
生
と
地
元
高
校
生
た
ち

▲

地
域
の
子
ど
も
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配

る
山
村
留
学
生
と
地
元
高
校
生



45

皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
地域創生課 　　82ー5220　Fax 82ー2117  町の話題

▲朝日小学校（6月3日）

▲只見小学校（６月18日）

　
５
月
29
日
、
内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
と

菅
家
町
長
、
渡
部
教
育
長
が
テ
レ
ビ
懇
談
会

を
実
施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
で
は
、
内
堀
知
事
か
ら
只
見
町
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
取
組
へ
の
感
謝
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
菅
家
町
長
か
ら
は
、
町
が
抱
え
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
医
療
関

係
や
地
域
経
済
の
問
題
点
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
、
内
堀
知
事
よ
り
、
県
と
地
域
が
連
携
し
、

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
旨
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
６
月
９
日
、
只
見
町
大
倉
出
身
の
山
田
絵

美
さ
ん
よ
り
、
只
見
町
教
育
委
員
会
へ
絵
本

10
冊
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
絵
本
は
「
し
ん
か
い
の
ぼ
う
け
ん
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
ダ
イ
オ
ウ
グ
ソ
ク
ム
シ
や
チ
ョ

ウ
チ
ン
ア
ン
コ
ウ
た
ち
が
協
力
し
て
、
海
の
平

和
を
取
り
戻
す
と
い
う
お
話
し
で
す
。

　
絵
本
の
原
案
は
、
娘
の
神
楽
さ
ん
が
考
え
、

絵
は
、
絵
美
さ
ん
が
担
当
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
絵
本
は
、
只
見
町
の
子
ど
も
達
に
楽
し
ん

で
読
ん
で
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
寄
贈
さ
れ
、

町
内
の
小
学
校
、
保
育
所
、
振
興
セ
ン
タ
ー
、

診
療
所
へ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
17
日
、
地
域
で
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躍
す
る
方
を
講
師
に

迎
え
、
只
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高
校
１
、
２
年
生
の
「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
の
授
業
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し
ま
し
た
。
こ
の

授
業
は
、
生
徒
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
地
域
課

題
へ
の
思
い
等
に
つ
い
て
、
探
究
し
て
い
く
過
程
を

通
し
て
学
ぶ
力
を
身
に
付
け
る
も
の
で
す
。
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師
に
、
新
国
真
也
さ
ん
（
新
国
農
園
）、
目

黒
大
地
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（
目
黒
麹
店
）、脇
坂
斉
弘
さ
ん
（
合

同
会
社
ね
っ
か
）、
横
田
雄
司
さ
ん
（
株
式
会
社

会
津
工
場
）、
町
職
員
な
ど
、
10
組
が
招
か
れ
、

町
の
文
化
や
産
業
等
の
魅
力
、
取
り
組
み
の
経

験
に
つ
い
て
講
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
生
徒
た
ち
が
、
講
話
を
参
考
に
探

究
し
た
い
テ
ー
マ
を
決
め
、
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
探
究
活
動
を
行
い
ま
す
。

内
堀
福
島
県
知
事
と
テ
レ
ビ
懇
談
会

内
堀
福
島
県
知
事
と
テ
レ
ビ
懇
談
会

テ
レ
ビ
会
議
方
式
で
実
施

手
作
り
絵
本
の
寄
贈

手
作
り
絵
本
の
寄
贈

只
見
町
の
子
ど
も
た
ち
へ

只
見
高
校「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

只
見
高
校「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

只
見
町
で
活
躍
す
る
方
々
に
学
ぶ

NEWS＆FLASH

　
６
月
３
日
、18
日
、26
日
に
町
内
の
各
小
学

校
4
年
生
の
社
会
科
授
業
で
、各
地
区
の
浄
水

場
や
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
学
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
児
童
は
、生
活
の
中
で
使
わ
れ
る
水
が
ど
こ

か
ら
、ど
の
よ
う
に
来
て
い
る
の
か
、ま
た
、ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
等
を
一
生
懸

命
に
聞
き
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

実
際
に
施
設
見
学
を
し
、普
段
は
見
る
こ
と
の

な
い
給
水
ポ
ン
プ
や
計
器
類
に
と
て
も
関
心
を

も
っ
て
見
学
を
し
て
い
ま
し
た
。

水
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
？

町
内
小
学
校
上
下
水
道
施
設
見
学

　
Ｊ
Ｒ
只
見
線
利
用
促
進
実
行
委
員
会
は
、

７
月
に
引
退
を
迎
え
る
キ
ハ
40
系
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、の
ぼ
り
旗
と
横
断
幕
を
作

成
し
ま
し
た
。

　
作
成
さ
れ
た
の
ぼ
り
旗
、横
断
幕
は
、J
R

只
見
駅
の
入
り
口
と
ホ
ー
ム
に
設
置
さ
れ
、キ

ハ
40
系
の
ラ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
を
見
届
け
ま
す
。

　
ま
た
、入
り
口
に
設
置
さ
れ
た
横
断
幕
は
、

ラ
ス
ト
ラ
ン
前
に
一
目
姿
を
見
よ
う
と
訪
れ
た

方
々
の
記
念
撮
影
の
ス
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ッ
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に
な
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て
い
ま

し
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。 キ

ハ
4
0
系
ラ
ス
ト
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ン
に
向
け
て

の
ぼ
り
旗
、横
断
幕
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

▲明和小学校（6月26日）

▲ＪＲ只見駅に設置されたのぼり旗と横断幕

▲タブレット端末を使用したテレビ懇談会の様子

▲真剣に講話をうける生徒たち

▲寄贈された絵本「しんかいのぼうけん」
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皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
地域創生課 　　82ー5220　Fax 82ー2117  町の話題
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歯科は「不要不急なのか？」新しい生活様式での歯科治療
　緊急事態宣言が出される中、歯科治療の予約をキ
ャンセル、延期した人は多いのではないでしょうか。し
かし、必要な治療をしないまま期間が空いてしまうと歯
周病などが重症化する場合があります。また、口の中が
不衛生な状態で新型コロナウイルスに感染した場合、
重症化しやすい可能性があると言われています。
　4月に緊急事態宣言が出された直後には「不要不
急の歯科治療は自粛の対象」とされたこともあります。
しかし、一般の歯科治療で不要不急にあたるのは主に、
健康な患者さんが予防として定期的に受ける「検診」
くらいのものです。
　5月に入ってから、「痛み」を訴え急患で受診される
方が増えました。また、しばらく来院していない患者さ
んからも「診てもらえるか」との問い合わせをいただき
ました。自粛期間中には休診や時短での診察をしてい
る歯科も多く、「痛みはないけれど重症化したら、どうし
よう」と不安を抱えている人が多いと感じました。
　現在、歯科医院の多くは「新しい生活様式」にした
がって、新型コロナウイルスの感染予防対策を徹底し

ています。歯科は、口の中に触れる治療道具が多く、患
者さんと歯科医師との距離も近いので、特に厳しく衛
生管理が行われています。
　むし歯や歯周病の治療を継続している人はもちろん、
定期的に歯の清掃をおこなう「メインテナンス」は治療
の一環です。痛みがないからと放置してしまうと、取り
除けなかったプラークから歯周病が再び進行し、顎の
骨が失われる場合があります。こうなると外科治療が
必要になり、最悪の場合は抜歯に至るなど、深刻な事
態になることもあります。また、糖尿病など免疫を下げ
る病気の中には、歯周病が重症化すると悪化しやすい
ものもあります。
　口は、健康の入り口です。口の中を清潔に保つことで、
自己免疫を上げ、感染症にかかりにくい身体を作りま
しょう。毎日の「食事」「睡眠」「清潔」の管理が安全で
質の高い生活を送ることにつながります。
　不安があれば自己判断せず、ぜひかかりつけ歯科医
に相談してみてください。

「縁を感じて」
　子供の頃、年2回は訪れていた父の故郷只見。今でも
鮮明に覚えている思い出。例えば只見線。会津若松から、
当時まだ走っていたSLに乗ってきたこと。夏休みに利用
したプールは足がつかないくらい深くて、真夏なのに水
がもの凄く冷たかったこと。冬、只見スキー場のリフトに
乗っている時、都はるみの“北の宿から”が流れていた記
憶(笑)等々。
　そして只見に来る一番のお目当て。それは餅をお腹い
っぱい食べること。納豆餅とつゆ餅が自分のお気に入り
であわせて30個くらい平らげていたほど。こないだ久し
ぶりに頂いた納豆餅。子供の頃と変わらず本当に美味
しくて！！只見の餅は、自分の中では、日本一！です。
　気がつけば、会津若松市内の中学を卒業し高校から

東京、神奈川で生活すること約40年。“ふくしまに、でき
るなら会津に帰りたいな…”そんな思いの中　只見町で
地域おこし協力隊の募集を知り応募しました。面接とな
り吹雪の中20年ぶりに訪れた3月。4月に何度か来るこ
とになり目にした雪が残り水墨画のような山々。そして、
満開の桜やこぶしの花々。5月からは、真っ青な空と日増
しに緑が濃くなる山々。様々な自然の素敵な移ろいを、
見て、肌で感じています
　　　「じいちゃんが呼んでくれたのかな？」
　引っ越しが落ち着き、祖父母の墓参りに行ったとき　
ふとそんなことを思いました。
　有り難く戴いたこのご縁を大切に。教育振興協力隊
として、一つひとつ、できることから取り組んでまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

地域おこし協力隊として
vol.67 鈴木　裕司

只見町教育振興協力隊
すずき　　　ゆうじ

広報ただみ診療所 朝日診療所
歯科医師　齋藤　さゆり

えん
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シリーズ町の課題 
vol.4vol.4

住まいの「終活」！

わが家と実家の「現状把握」と「将来への備え」
　　とは「　  わりのための　  動」の略。わが家や実家の終活について考えてみましょう。

次回は、「我が家の担い手！」について掲載します。
空き家・空き地に関するご相談は、地域創生課 ０２４１－８２－５２２０ まで

　住まいを将来どうするか？所有者の入院や施設入
所、亡くなってしまうなどの理由により、わが家や実
家が「空き家」になった際のことを、あらかじめ考え
身近な人と共有しておきましょう。また、将来的なト
ラブルを防ぐために相続と登記の状況を確認するこ
とも大切です。

　所有者が認知症などによって住まいの管理や適切な
判断をすることが不十分になった場合は、後見人を選任
することで財産管理などの法律行為を代理で行うこと
ができます。成年後見制度については保健福祉課福祉
係までお問い合わせください（０２４１－８４－７０１０）

　建物を活用するには片付けが不可欠！多くの家財
が残ったままでは空き家になった時に売却や賃貸が
難しく、片付けには時間も労力もかかるため放置さ
れてしまいがちです。また、片付けが済んでいない建
物は解体費用もかさんでしまいます。

　私たちを取りまく状況や生活スタイルは常に変化します。
親や子では立場による考えの違いがあるかもしれません。
自身のため、また大切な人たちのためにも、自分の考えを整
理しておきましょう。

　年末年始やお盆など、家族が集まるタイミングに話し合
う機会をつくって大切な事を伝えたり一緒に不用品の整理
をする時間をつくるのも良いですね。

こんな時は…

話し合いましょう！住まいの将来を！

片付けよう！

皆さんの人生設計の中に、今住んでいる自宅や実家の「将来」は組み込まれていますか？？

成年後見制度について

　まずは相続と登記の状況を確認しましょう。不動
産の活用や処分については早めの対策（賃貸・売却・
解体など）をお勧めします。早めの対応により維持管
理の負担や親族の負担が軽減されます。

既に活用予定のない不動産を所有している場合

＜話し合う内容＞
□ 誰が、何を、どう相続するのか。
□ 相続人がどのように所有(使用)していくのか。
□ 墓、仏壇、位牌や神棚をどうするか。
□ 家の売却や賃貸、管理、解体について。
＜確認する内容＞
□ 登記の確認…法務局へ
□ 相続登記の相談……司法書士へ

　家財の整理と処分は、所有者以外には判断が難し
いものです。必要なもの大切なものは日ごろから少し
ずつ整理を心掛け不要なものは適切に処分しましょ
う。

終活終活 活活終終
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只
見
短
歌
会

六
月
定
例
会

大
塚
栄
一
　
　
指
導

只
見
俳
句
会

目
黒
十
一
　
　
指
導

町
民
文
芸

町
民
文
芸

一
　
穂

父
の
日
や
三
代
揃
う
大
家
族

腕
痛
ん
で
ク
イ
ズ
本
見
る
梅
雨
晴
れ
る

修
　
一

妣
の
友
桜
と
と
も
に
散
り
て
逝
く

嬰
児
の
つ
め
切
る
娘
春
深
し

幸
　
生

蕗
柄
杓
木
漏
れ
日
も
汲
む
渇
き
か
な

淋
漓
と
ま
で
ゆ
か
ぬ
額
の
皺
の
汗

信
　

蛇
咥
え
鷹
舞
う
空
や
白
き
雲

箱
根
山
軋
む
鉄
路
に
紫
陽
花
映
ゆ

都
　

春
眠
に
忘
れ
識
字
の
多
さ
か
な

母
が
い
て
我
を
待
ち
居
る
桜
餅

恒
　
夫

植
え
了
え
て
補
植
の
苗
を
田
の
隅
に

早
苗
箱
田
ご
と
に
配
る
ピ
ア
ス
の
娘礼

　

五
月
来
る
朝
の
畑
に
仁
王
立
ち

食
べ
頃
を
逆
算
で
蒔
く
大
豆
か
な

 

馬
場
　
八
智

曲
る
腰
い
た
は
り
つ
つ
も
鍬
を
打
つ
九
十
路
の
我
は
土
に
親
し
む

 

目
黒
　
富
子

過
ぎ
し
日
は
共
の
職
場
と
声
か
け
ら
れ
唐
突
な
り
て
名
前
い
で
こ
づ

 

渡
部
ゆ
き
子

裏
山
の
若
葉
萌
え
行
く
を
眺
め
つ
つ
ゼ
ン
マ
イ
採
り
し
日
目
裏
に
顕
つ

 

関
谷
登
美
子

母
方
の
叔
母
百
才
の
祝
い
受
く
よ
き
ご
家
族
と
喜
び
共
に

 

渡
部
ヨ
リ
子

大
型
の
田
植
え
機
入
る
整
理
田
は
人
も
少
な
く
時
代
は
流
る
る

 

新
国
　
洋
子

く
ぐ
も
れ
る
心
の
隅
に
光
さ
す
ご
と
く
に
牡
丹
の
花
ひ
ら
き
た
り

  

（
出
詠
順
）

令
和
二
年
五
月
詠
草

と
　
き

は
は



今
月
の
納
期

税

総務課　
　総務係　財政係
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林建設課
　農　林　係
　建　設　係
観光商工課
　観光係　商工係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

☎

☎

☎
☎

☎
☎

☎
☎

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

82-5210

82-5220

82-5110

82-5100

84-7005

84-7010

82-5230

82-5270

82-5240

82-5120

82-5300

82-5230

82-5320

84-7180

82-2219

84-2038

86-2249

84-2221

84-2612

84-2101

82-2141

84-2111

86-2111
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今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
a
tion

一
、試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
高
校
卒
程
度
】　
　

　
一
般
事
務
職
　
　
若
干
名

【
資
格
免
許
職
】

　
保
健
師
　
　
　
　
若
干
名

　
看
護
師
　
　
　
　
若
干
名

二
、受
験
資
格（
学
歴
不
問
）

【
高
校
卒
程
度
】

　
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

　
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

【
資
格
免
許
職
】

　
保
健
師
・
看
護
師

　
昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、保
健
師（
又
は
保
健
婦
）・

看
護
師（
看
護
婦
）の
免
許
を
有
す
る

者
、又
は
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
者

三
、試
験
の
方
法（
全
職
共
通
）

【
第
1
次
試
験
】

　
教
養
試
験（
高
校
卒
程
度
）及
び
事
務

適
性
検
査・性
格
特
性
検
査・職
場
適
応

性
検
査

【
第
２
次
試
験
】（
1
次
試
験
合
格
者
）

小
論
文
・
面
接
に
よ
る
試
験

四
、第
1
次
試
験
の
日
時
、会
場

▽
日
時

　
令
和
２
年
９
月
20
日（
日
）

　
午
前
９
時
受
付
〜
午
後
２
時
30
分

▽
場
所

　
県
立
田
島
高
等
学
校

（
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原
２
６
０
）

五
、発
　表

　
役
場
掲
示
板
に
合
格
者
受
験
番
号
を

掲
示
す
る
ほ
か
、本
人
に
通
知
し
ま
す
。

六
、採
　用

　
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登

載
さ
れ
成
績
順
に
町
長
が
採
用
者
を
決

定
し
ま
す
。（
名
簿
の
有
効
期
間
は
1
年

間
で
す
。）

七
、受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　
申
込
用
紙
は
総
務
課
及
び
朝
日
・
明

和
振
興
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
ま
す
。（
郵

送
の
場
合
は
封
筒
の
表
に「
試
験
申
込

用
紙
請
求
」と
赤
で
記
入
し
、１
２
０
円

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
角
２
号
を

添
付
す
る
こ
と
）

▽
受
付
期
間

　
令
和
２
年
７
月
10
日
か
ら
８
月
14
日

ま
で
。（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、８
月
12

日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。）

●
問
合
せ
先

▽
只
見
町
役
場
総
務
課
総
務
係

　
℡
０
２
４
１-

８
２-

５
２
１
０

一
、試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
高
校
卒
程
度
】

　
消
防
　
　
男
女
若
干
名

二
、受
験
資
格（
学
歴
不
問
）

　
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、普

通
自
動
車
運
転
免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
免
許

除
く
）の
取
得
者
又
は
取
得
見
込
み
者
。

三
、試
験
の
方
法

【
第
1
次
試
験
】

　
教
養
試
験
及
び
適
性
検
査

【
第
２
次
試
験
】（
1
次
試
験
合
格
者
）

　
面
接
、作
文
試
験
、体
力
測
定
、

　
身
体
検
査（
診
断
書
提
出
）

四
、第
1
次
試
験
の
日
時
、会
場

▽
日
時

　
令
和
２
年
９
月
20
日（
日
）

　
午
前
9
時
受
付
〜
午
後
１
時
20
分

▽
場
所

　
県
立
田
島
高
等
学
校

 （
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原
２
６
０
）

五
、発
　表

　
本
組
合
・
各
役
場
掲
示
板
に
合
格
者

受
験
番
号
を
掲
示
す
る
ほ
か
、本
人
に

通
知
し
ま
す
。

六
、採
　用

　
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
成
績
順
に
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

　（
名
簿
の
有
効
期
間
は
1
年
間
で
す
。）

七
、受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　
申
込
用
紙
は
南
会
津
地
方
消
防
本

部
・
出
張
所
で
交
付
し
ま
す
。（
郵
送
の

場
合
は
封
筒
の
表
に「
試
験
申
込
用
紙

請
求
」と
赤
で
記
入
し
、１
２
０
円
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
角
２
号
を
添
付

す
る
こ
と
）

▽
受
付
期
間

　
令
和
２
年
７
月
15
日
か
ら
８
月
14
日

ま
で
。（
郵
送
の
場
合
は
、８
月
14
日
必

着
。）

●
問
合
せ
先

▽
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局

　
℡
０
２
４
１-

6
２-

0
０
5
４

一
、試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

　
技
能
労
務
職
　
若
干
名

二
、受
験
資
格（
学
歴
不
問
）

　
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

三
、試
験
の
方
法

【
第
１
次
試
験
】

　
教
養
試
験
及
び
各
種
検
査

【
第
２
次
試
験
】（
１
次
試
験
合
格
者
）

　
作
文
及
び
個
別
面
接

四
、試
験
の
日
時
、会
場

▽
第
１
次
試
験

　
令
和
２
年
９
月
20
日（
日
）

午
前
９
時
受
付
〜
午
後
２
時
30
分

▽
場
所

　
福
島
県
立
田
島
高
等
学
校

　(

南
会
津
町
田
島
字
田
部
原
２
６
０
）

五
、発
　表

　
各
役
場（
下
郷
町
・
南
会
津
町
・
只
見

町
）・
組
合
掲
示
板
に
合
格
者
の
受
験

番
号
を
掲
示
す
る
ほ
か
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

六
、採
　用

　
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登

載
さ
れ
、成
績
順
に
採
用
さ
れ
る
も
の

が
決
定
し
ま
す
。

　（
名
簿
の
有
効
期
間
は
1
年
間
で
す
。）

七
、受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間

　
申
込
み
用
紙
は
、同
組
合
及
び
西
部

環
境
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
ま
す
。（
郵
送

の
場
合
は
封
筒
の
表
に「
試
験
申
込
用

紙
請
求
」と
赤
で
記
入
し
、１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
角
２
号
を
添

付
す
る
こ
と
）

▽
受
付
期
間

　
令
和
２
年
７
月
15
日
か
ら
８
月
14
日

ま
で
。郵
送
の
場
合
は
８
月
14
日
必
着
。

●
問
合
せ
先

　
南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
総
務
課

　
下
郷
町
大
字
落
合
字
下
川
原
１
３
８
番
地
１

　
☎
０
２
４
１-

６
７-

２
４
８
０

試
　
験

令
和
３
年
度
南
会
津
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合
職
員
採
用
試
験

（
高
卒
程
度
）を
行
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
只
見
町
職
員（
高
校
卒

程
度
一
般
事
務
職
）（
資
格
免
許
職 

保
健
師・看
護
師
）採
用
候
補
者
試
験

を
行
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
南
会
津
地
方
環
境
衛
生

組
合
職
員
採
用
候
補
者
試
験（
高
校

卒
程
度
）を
行
い
ま
す
。

7
月
27
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う

●
固
定
資
産
税（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
７
月
分
）
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只
見
短
歌
会

六
月
定
例
会

大
塚
栄
一
　
　
指
導

只
見
俳
句
会

目
黒
十
一
　
　
指
導

町
民
文
芸

町
民
文
芸

一
　
穂

父
の
日
や
三
代
揃
う
大
家
族

腕
痛
ん
で
ク
イ
ズ
本
見
る
梅
雨
晴
れ
る

修
　
一

妣
の
友
桜
と
と
も
に
散
り
て
逝
く

嬰
児
の
つ
め
切
る
娘
春
深
し

幸
　
生

蕗
柄
杓
木
漏
れ
日
も
汲
む
渇
き
か
な

淋
漓
と
ま
で
ゆ
か
ぬ
額
の
皺
の
汗

信
　

蛇
咥
え
鷹
舞
う
空
や
白
き
雲

箱
根
山
軋
む
鉄
路
に
紫
陽
花
映
ゆ

都
　

春
眠
に
忘
れ
識
字
の
多
さ
か
な

母
が
い
て
我
を
待
ち
居
る
桜
餅

恒
　
夫

植
え
了
え
て
補
植
の
苗
を
田
の
隅
に

早
苗
箱
田
ご
と
に
配
る
ピ
ア
ス
の
娘礼

　

五
月
来
る
朝
の
畑
に
仁
王
立
ち

食
べ
頃
を
逆
算
で
蒔
く
大
豆
か
な

 

馬
場
　
八
智

曲
る
腰
い
た
は
り
つ
つ
も
鍬
を
打
つ
九
十
路
の
我
は
土
に
親
し
む

 

目
黒
　
富
子

過
ぎ
し
日
は
共
の
職
場
と
声
か
け
ら
れ
唐
突
な
り
て
名
前
い
で
こ
づ

 

渡
部
ゆ
き
子

裏
山
の
若
葉
萌
え
行
く
を
眺
め
つ
つ
ゼ
ン
マ
イ
採
り
し
日
目
裏
に
顕
つ

 

関
谷
登
美
子

母
方
の
叔
母
百
才
の
祝
い
受
く
よ
き
ご
家
族
と
喜
び
共
に

 

渡
部
ヨ
リ
子

大
型
の
田
植
え
機
入
る
整
理
田
は
人
も
少
な
く
時
代
は
流
る
る

 

新
国
　
洋
子

く
ぐ
も
れ
る
心
の
隅
に
光
さ
す
ご
と
く
に
牡
丹
の
花
ひ
ら
き
た
り

  

（
出
詠
順
）

令
和
二
年
五
月
詠
草

と
　
き

は
は



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう
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☆朝日振興センターではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

人　口　４，０７７（＋２）
　男　　１，９９３（＋５）
　女　　２，０８４（－３）
世帯数　１，７４８（＋４）
高齢化率　　　４６．７％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入 10　　転出 2　　出生 0　　死亡 6

（5月26日～6月25日届出分）敬称略

令和2年6月1日現在

▽
６
月
19
日
に
プ
ロ
野
球
２
０
２
０
年
度
公

式
戦
が
開
幕
に
な
り
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ

ー
グ
も
再
開
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
に
と
っ

て
は
待
ち
に
待
っ
た
瞬
間
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。手
に
汗
を
握
る
熱
い
闘
い
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
暗
い
気
持
ち
が
吹
き
飛
ば
せ
そ
う

で
す
ね
。と
は
い
え
、コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
、引
き
続
き
予
防
に
は
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

▽
気
温
も
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。６
月
に
も

関
わ
ら
ず
、真
夏
日
の
気
温
を
記
録
し
た
日
も

あ
り
ま
し
た
。熱
中
症
や
夏
バ
テ
に
も
、注
意

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
小
林
）

事務補助員　山内　希実子

朝日振興センター
図書紹介

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
須　佐　芳　雄 67歳 蒲　生
渡　部　保　一 90歳 福　井
横　山　サチヱ 87歳 楢　戸
五十嵐　靜　子 98歳 只　見
鈴　木　四　郎 86歳 只　見
梁　取　德　雄 82歳 坂　田
矢　沢　　昇 65歳 黒　谷
馬　場　ミサ子 95歳 塩ノ岐
湯　田　和　男 90歳 長　浜
渡　部　ツネヨ 100歳 小　川

■お誕生おめでとうございます
渡　部　穂　南（女／  一 昭  ・恵 美）小川

ほなみ

只　見　鈴木　優太♡渡部　　唯　会津若松市
只　見　斎藤　豪紀♡赤澤　寧々　只　見

■ご結婚おめでとうございます

絵本が主だった「ノラネコぐんだ
んシリーズ」から、ついにコミック
本です！
4コマ漫画で読みやすく、親子で
楽しめ、ほっこり笑顔になれる一
冊です！

工藤ノリコ/著（白泉社）

湊かなえ/著（集英社）

★カケラ

★ノラネコぐんだんコミック

美容クリニックに勤める医師の久乃
は、ある日、故郷の同級生・八重子の
娘が亡くなったことを知る。母の作る
ドーナツが大好物で、性格の明るい
人気者だったという少女に何が起き
たのか―。“美容整形”をテーマに、
容姿をめぐる固定観念をあぶりだす
心理ミステリ長編！

10

人権擁護委員に角田行雄氏

只見町教育委員会新教育委員に渡部欣也氏

新採用職員の
お知らせ

新規職員

 

1日　（福）南会津会理事会、南会津地方広域市町村圏組合　

　　管理者会（南会津町）、議案検討庁議、

　　　福島県生活環境部長来庁

 2日　郡山国道事務所長来庁

 4日　一般質問検討庁議、只見高等学校振興対策会議総会

 5日　魚沼市表敬訪問（於:魚沼市）

 9日　只見町議会６月会議（～１２日）

15日　只見町職員互助会理事会

18日　朝礼、臨時庁議（新型コロナウイルス対策本部会議）

22日　南会津地方広域市町村圏組合議会臨時会（南会津町）

23日　只見町鳥獣被害対策協議会総会

24日　政策調整会議

29日　只見ユネスコエコパーク連絡調整会議

30日　只見町土地改良区理事会・総会

町長スケジュール〈6月分〉

△７月１日より人権擁護委員に
委嘱された角田行雄さん

　前任者である目黒香都子さん（坂田）の任期満了に伴い、令和２年７
月１日付けで角田行雄さん（小林）が法務大臣から人権擁護委員に委
嘱されました。
　人権擁護委員は、人権相談会の開催や人権に関する啓発活動を
行うなど、日々の問題解決に向けて取り組む民間のボランティアです。 
今後は只見町担当として、渡部等さん（小川）、鈴木美穂さん（只見）と
一緒に活動されます。

　令和２年１月４日付けで只見町教育委員を退任された角田行雄さ
ん（小林）に代わり、新たに４月１日付けで、渡部欣也さん（小林）が就
任されました。出身は只見町小林ですが、長く町外で活躍され、４年
前に只見町へ戻ってこられました。
　渡部さんには、定例教育委員会をはじめ、学校訪問等でご活躍を
頂いております。また、学校教育から生涯学習まで、広い視野でご意
見をいただきながらより良い取り組みに繋げられるようご協力いただ
いております。任期は、令和２年４月１日から４年間となります。

△４月１日より只見町教育委
員に就任された渡部欣也さん

朝日診療所 看護師　
新採用職員　6月1日付

渡邉 竜二さん
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只見町ブナセンターからのお知らせ

Vol.96

▲成虫の体色は河原の砂や礫石と重なり、
　保護色となる

［バッタ目バッタ科］

▲成虫よりも多彩な色彩をもつ幼虫

カワラバッタ

　バッタやイナゴの仲間の多くは、田んぼの畦（あぜ）や畑、開けた草地などを棲みかにします。しかし中
には少し変わった場所で見られるバッタもいます。カワラバッタはその名の通り、河川の河原の砂や礫
石（れきいし）に広く覆われた場所（砂礫河原）にのみ生息します。成虫の体長は3cm前後と比較的大型
です。体は灰色や淡褐色で、河原の礫石や砂地にとまっていると保護色となり背景に上手く溶け込みま
す。また、体の内側に折りたたまれている後翅（こうし）が、青色であることも特徴の一つです。気配に敏
感で、人が近づくとすぐさま飛び立ち、視界の先に鮮やかな青色をひらめかせ着地すると、再び河原にま
ぎれます。
　カワラバッタは日本固有種で、北海道、本州、四国、九州に分布します。只見町では、伊南川や只見川と
いった比較的大きな河川や、生息に適した環境があれば、それらの支流でもしばしば見られます。幼虫
は6月頃から現れ、成虫は盛夏から秋口に多くなります。幼虫の体色は、成虫よりもバリエーションに富
み、青色や灰色、そして大理石のような色をした個体まであります。成虫のように飛んで逃げることがで
きない分、様々な色彩をもつことで周囲と一体化し身を隠すという、生き抜くための巧妙な戦略です。
　近年、カワラバッタは全国的に減少しています。それは生息環境となりうる河川中流域の砂礫河原が
各地で消失しているためです。このような環境は、河川の氾濫時に上流からの砂や礫石が堆積すること
で形成されます。治水工事により河川の氾濫が抑えられると、砂礫河原は林へと変わり、カワラバッタも
姿を消します。こうした不安定な環境を長年渡り歩いてきたバッタなのです。

只見町ブナセンター付属施設「ただみ・ブナと川のミュージアム」では、下記の通り企画展
「只見の養蚕」を開催しております。お誘いあわせのうえ、ぜひお越しください。

企画展「只見の養蚕」
会期：2020年7月4日（土）～2020年10月5日（月）
場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

（学名：　　　　　　　　　　　　　 ）Eusphingonotus japonicus

Vol.123


